
四
二
巻
二
号
で
、
鉄
鋼
業
の
民
営
化
に
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
功
し
た
の
が
オ
ラ
ン
ダ
で
、
以
下
ス
ウ
ェ

に
関
連
し
て
詞
胃
８
朋
目
Ｑ
句
昌
目
の
た
。
－
デ
ン
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

笥
邑
勺
匡
匡
旨
の
○
ぐ
の
Ｈ
ロ
四
目
○
巴
（
の
．
勺
９
国
の

一
九
八
三
年
フ
ラ
ン
ス
で
、
一
九
八
四
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

黒
巴
．
）
を
紹
介
し
た
。

年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
、
エ
イ
ズ
の
原
因
と
政
治
的
な
評
価
は
、
一
位
が
ス
ウ
ェ
ー

同
書
で
は
、
近
年
の
行
政
課
題
を
類
型
な
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
デ
ン
と
イ
ギ
リ
ス
、
次
が
ド
イ
ツ
、
オ
ラ

化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
異
な
っ
た
Ⅱ
通
称
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
が
発
見
さ
れ
、
ン
ダ
、
以
下
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
と
な

行
政
組
織
等
を
持
つ
国
の
対
応
を
整
理
、

一
九
八
四
年
に
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
の
検
査
方
っ
て
い
る
。

分
析
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
鉄
鋼
政
一
法
が
確
立
さ
れ
商
品
化
さ
れ
た
。
日
本
の
対
策
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
基

策
（
マ
ネ
ィ
ジ
ン
グ
・
デ
ク
ラ
ィ
ン
）
へ
医
血
友
病
患
者
の
エ
イ
ズ
感
染
は
、
血
液
準
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
献
血
血
液
の

療
制
度
改
革
（
マ
ネ
ィ
ジ
ン
グ
・
リ
フ
ォ
を
原
料
と
す
る
治
療
薬
（
ク
リ
オ
）
に
含
検
査
体
制
、
非
加
熱
製
剤
の
回
収
の
遅

－
ム
）
、
金
融
制
度
改
革
（
マ
ネ
ィ
ジ
ン
グ
ま
れ
て
い
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
原
因
で
あ
る
こ
れ
、
被
害
者
救
済
等
か
ら
見
て
フ
ラ
ン
ス

・
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
）
、
エ
イ
ズ
対
』
陳
と
、
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
ク
リ
オ
を
加
熱
処
理
に
近
く
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
較
し
て

（
マ
ネ
イ
ジ
ン
グ
・
ク
ラ
ィ
シ
ス
）
を
取
り
す
れ
ば
死
滅
す
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
も
問
題
が
多
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

上
げ
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
、
イ
ギ
リ
ス
、

↑
プ
（
》
Ｏ

い
・

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

こ
う
し
た
点
か
ら
同
書
は
、
①
献
血
者
同
書
の
比
較
分
析
の
中
で
興
味
深
い
の

際
賎
燈
鱗
〃
総
賑
叩
忌
卿
溌
附
脈
膨
瀧
蕊
蕊
灘
が
鶏
縄
騨
蝦
蕊
熟
の
行
政

ｚ
句
。
・
今
回
睦
同
書
に
よ
り
各
国
の
エ
イ
ズ
源
劉
錨
淵
雛
耕
鯛
鰯
棚
醗
湖
鰯
上
諺
細
許
蝶

対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
の
排
除
・
回
収
、
こ
う
し
た
施
策
が
ど
れ
リ
ー
ト
官
僚
群
が
い
る
。
エ
イ
ズ
に
つ
い

は
壁
刊
〃
し
珊
厭
州
剛
雌
獅
溌
峨
郷
剛
卜
だ
け
迅
速
、
効
果
的
に
行
わ
れ
た
か
を
検
て
の
情
報
も
、
組
織
の
ト
ッ
プ
に
上
が
っ

た
。
一
九
八
二
年
血
友
病
患
者
、
一
九
八
証
し
、
各
国
の
エ
イ
ズ
対
策
の
成
否
を
評
て
い
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
し
か
も

三
年
輸
血
患
者
に
、
そ
の
後
麻
薬
患
者
等
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
行
政
施
策
の
評
価
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
幹
部
の
官
僚
は

に
加
え
、
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
、
公
的
調
査
そ
の
重
大
性
を
十
分
認
識
で
き
ず
、
的
確

機
関
に
よ
る
検
証
、
訴
訟
の
数
、
補
償
金
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。

の
支
払
い
状
況
、
責
任
者
の
追
及
、
世
論
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
分
権
化

の
動
向
か
ら
、
各
国
の
エ
イ
ズ
施
策
が
政
が
進
み
、
行
政
組
織
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

治
的
に
ど
う
評
価
で
き
る
か
検
討
し
て
い
と
い
う
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
つ

る
。

た
た
め
、
広
範
な
情
報
を
極
め
て
迅
速
に

行
政
施
策
の
評
価
と
し
て
は
、
最
も
成
組
織
全
体
で
共
有
で
き
た
。
さ
ら
に
要
所

エ
イ
ズ
対
策
と
行
政
組
織

要
所
の
専
門
家
が
最
新
の
情
報
に
基
づ
い

て
迅
速
な
対
策
を
講
じ
た
。
ま
た
、
ド
イ

シ
の
よ
う
に
団
体
主
義
（
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ズ
ム
）
の
強
い
国
で
は
、
医
者
、
科
学
者

等
の
集
団
の
主
張
が
効
果
的
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
行
政
を
効
率
的
に
遂
行
す
る

に
は
、
官
僚
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
最

も
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

同
書
の
分
析
を
見
る
限
り
、
エ
イ
ズ
対
策
十

の
よ
う
な
危
機
管
理
に
お
い
て
は
、
正
確
ミ

な
情
報
収
集
と
責
任
者
に
よ
る
迅
速
な
意
‐
セ務

思
決
定
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
実

は
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
組
織
よ
り
、
ネ
ッ
ト
治

ワ
ー
ク
組
織
の
ほ
う
が
、
効
率
的
で
あ
る
・
目

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

我
が
国
で
も
、
エ
イ
ズ
、
狂
牛
病
対
策

な
ど
に
つ
い
て
は
、
硬
直
化
し
た
行
政
組

織
の
失
策
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
勿

論
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
組
織
の
役
割
も
重
要
で

あ
る
。
必
要
な
こ
と
は
、
行
政
組
織
の
中

４

で
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
叩２

組
織
を
如
何
に
効
率
的
に
組
み
合
わ
せ
て
Ⅸ

い
く
か
で
あ
る
。
同
書
が
行
っ
て
い
る
よ
恥

う
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
施
策
の
成
功
、
３４

失
敗
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
Ｉ

果
的
な
新
し
い
行
政
組
織
へ
の
転
換
が
求
；
ｗ

め
ら
れ
て
い
る
。

（
景
）
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：
ス
ッ
ト
ク
ホ
ル
ム
経
済
大
学
の
Ｎ
・
ブ

ラ
ン
ソ
ン
教
授
は
行
政
改
革
周
期
論
を
主

張
し
て
い
る
。
教
授
に
よ
る
と
、
第
一
う

む
争

エ
イ
ズ
は
、
問
題
が
生
じ
、
解
決
策
が
摸

。
：
１
．
．
：
索
さ
れ
る
段
階
《
第
二
フ
ェ
イ
ズ
は
、
具

・
・
・
・
・
必
や
。
》
』
《
ぬ
。
や
》
》

蕊
毒
鰯
墨
、
体
的
な
改
革
案
が
作
成
さ
れ
る
段
階
、
第

：
：
鼻
三
フ
ェ
イ
ズ
は
、
改
革
の
実
行
と
そ
れ
に

伴
う
新
た
な
問
題
が
発
生
す
る
段
階
、
第

四
フ
ェ
イ
ズ
は
、
改
革
に
対
す
る
失
望
と

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
改
革
を
ス
ト

ッ
・
フ
さ
せ
へ
そ
れ
が
新
た
な
改
革
へ
と
移

る
段
階
で
あ
る
ｐ

さ
ら
に
教
授
に
よ
る
と
、
改
革
は
通
常

・
成
功
す
ち
こ
と
が
希
で
あ
る
と
い
う
。
改

革
案
は
、
国
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
説
得

力
が
あ
る
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
社
会
に
生
じ
た
問
題
は
、

複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持
っ
て
お
り
、
単

純
な
改
革
案
で
対
応
で
き
る
よ
う
な
も
の

．
で
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
改
革
は
意
味
が

な
い
か
と
い
う
と
、
教
授
は
「
改
革
」
は

そ
の
組
織
に
正
統
性
を
与
え
る
と
い
う
。

「
改
革
」
は
、
「
変
化
」
で
あ
り
「
改
善
」

”
に
通
じ
、
そ
れ
が
組
織
に
正
統
性
を
与
え

自治の潮

行
政
改
革
周
期
論

る
。
つ
ま
り
そ
の
組
織
が
、
自
ら
省
み
て

改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
思
を
持
ち
、

改
革
を
試
み
る
こ
と
に
組
織
と
し
て
の
正

統
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

‐
お
も
し
ろ
さ
と
同
時
に
寂
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
主
張
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
視
点

で
我
が
国
の
行
政
改
革
を
振
り
返
る
と
ど
。

う
で
あ
ろ
う
か
。

小
泉
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
構
造
改

革
、
財
政
再
建
、
不
良
債
権
処
理
で
あ

る
心
そ
の
具
体
化
の
た
め
に
、
内
閣
に
、

行
政
改
革
推
進
事
務
局
が
置
か
れ
、
特
殊

法
人
改
革
、
公
務
員
制
度
改
革
な
ど
が
進

め
ら
れ
、
ま
た
、
規
制
緩
和
へ
医
療
制
度

改
革
、
司
法
制
度
改
革
な
ど
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
を
ブ
ー
フ
ン
ソ
ン
流
に
見

て
み
る
と
、
、
我
が
国
の
改
革
は
同
じ
サ
イ

ク
ル
で
も
中
身
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
す
る
。
ま
ず
八
問
題
認
識
と
具

体
的
な
改
革
案
と
が
結
び
つ
い
て
い
な

い
・
財
政
再
建
、
構
造
改
革
の
た
め
に
な

ぜ
特
殊
法
人
改
革
、
公
務
員
制
度
改
革
が

必
要
な
の
か
、
抽
象
的
な
議
論
ば
か
り
で

具
体
的
な
説
明
が
な
い
。
組
織
論
の
前

に
、
宮
と
民
、
国
と
地
方
の
機
能
の
種
分

け
が
あ
る
べ
き
な
の
に
国
民
受
け
の
す
る

特
殊
法
人
改
革
が
先
行
し
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
改
革
案
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
が

．
極
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
。
特
殊
法
人
改
革

に
せ
よ
公
務
員
制
度
改
革
に
せ
よ
政
治
的

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
名
の
下
に
、
密
室
で

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
国
民
に
は

ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
結
論
が
出
た
の

・
か
皆
目
分
か
ら
な
い
。
し
か
も
政
治
決
着

に
あ
り
が
ち
な
玉
虫
色
の
妥
協
案
で
あ
る

た
め
に
一
つ
の
改
革
案
に
全
く
正
反
対
の

解
釈
が
可
能
で
あ
．
っ
た
り
す
る
。

密
室
で
決
ま
っ
た
玉
虫
色
改
革
で
多
様

な
解
釈
が
で
き
る
か
ら
、
誰
が
実
施
す
る

か
に
よ
っ
て
内
容
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
実
施
主
体
が
元
の
所
管
府
省
で
あ
っ

た
り
す
る
と
、
国
民
の
関
心
が
薄
く
な
れ

ば
、
改
革
は
実
施
さ
れ
な
く
な
る
。
最
悪

の
場
合
改
革
ど
こ
ろ
か
独
立
行
政
法
人
の

よ
う
に
焼
け
太
り
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ

う
し
て
み
る
と
日
本
版
行
政
改
革
サ
イ
ク

ル
は
、
①
問
題
の
提
起
と
解
決
策
の
模

索
、
②
密
室
で
の
玉
虫
色
の
改
革
案
の
作
．

成
、
③
実
施
段
階
で
改
革
案
の
骨
抜
き
、

④
景
気
好
転
等
に
よ
る
問
題
の
先
送
り
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
ｂ
し
か
も
．
こ
れ
ま
で

は
、
何
と
か
景
気
が
持
ち
直
し
、
問
題
の

先
延
ば
し
が
許
さ
れ
た
が
、
今
後
は
そ
う

楽
観
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

サ
イ
ク
ル
の
中
身
は
違
っ
て
も
、
改
革

す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
点
で

は
、
ブ
ー
フ
ン
ソ
ン
教
授
の
主
張
と
同
じ
で

あ
る
。
我
が
国
で
は
、
中
身
に
関
係
な
く

改
革
案
と
い
う
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
。
省

庁
再
編
で
も
、
規
制
緩
和
、
地
方
分
権
を

行
い
各
府
省
を
ス
リ
ム
に
し
て
か
ら
の
再

編
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
そ
れ
を
し
な
か
っ

た
た
め
有
害
無
益
の
気
ま
ぐ
れ
再
編
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
戦
後
初
め
て

の
大
規
模
再
編
だ
と
評
価
さ
れ
る
。
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
公
務
員
制
度
改
革
に
し

て
も
、
天
下
り
の
自
由
化
、
お
手
盛
り
の

給
与
制
度
な
ど
一
部
エ
リ
ー
ト
官
僚
の
た

め
の
改
革
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
中
身
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で

は
列
ブ
ラ
ン
ソ
ン
流
の
正
統
性
も
与
え
な
・

い
。
、改
革
あ
り
き
で
そ
の
内
容
が
十
分
吟
味

さ
れ
な
い
風
潮
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
責
任

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
背
後
に

は
「
親
方
日
の
丸
」
の
抜
け
な
い
国
民
の

意
識
が
あ
る
。
国
民
一
人
一
人
の
姿
勢
が

問
わ
れ
て
い
る
。

（
一
元
）
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